
 

JSPS 科研費・基盤研究（C）「海外紀行文の総合的研究―視覚的想像力の諸相をめぐって」 

（研究課題番号：24520410）                                                                  

立命館大学国際言語文化研究所トラベルライティング研究会主催・国際言語文化研究所共催 

 

国際シンポジウム 

  トラベルライティングという機構  

―他者への視線 
 

 

日時：2016 年 3 月 22 日（火）・23 日（水） 13：00～17：30 

場所：立命館大学 衣笠キャンパス 創思館 1Ｆカンファレンスルーム 

事前申込不要・参加無料 

 

 

基調講演  

玉野井麻利子（UCLA） 

「兵隊さんのトラベルライティング ： 北支占領軍と「子どもの権利」 

 

発表者  

中井祐希（立命館大学） 

「横光利一とフランス人民戦線」 

庄婕淳（立命館大学） 

「大城立裕「朝、上海に立ちつくす――小説東亜同文書院」と上海」 

鄧麗霞（立命館大学） 

「牛島春子の引揚げ文学に語られた風景と体験」 

陳捷（国文学資料館） 

「中国人外交官が見た明治日本―清国駐日公使館随員孫点の日記を中心として」 

呉佩珍（台湾政治大学） 

「真杉静枝にみる「南進」―1940 年代の「国策文学」を中心に―」 

劉建輝（国際日本文化研究センター） 

「従軍画家が描いたもう一つの日中戦争」 

西成彦（立命館大学） 

「満州からブラジルへ～宇江木リカルドの旅～」 

中川成美（立命館大学） 

「トラベルライティングというジャンル設定について」 

 

 

問い合わせ先 genbun@st.ritsumei.ac.jp ＴＥＬ:075-465-8164 （立命館大学国際言語文化研究所） 



 

主旨 

旅行記や紀行文というジャンルは、個人的な感想の領域に括り付けられて、長く文学や歴史の二次的なテキストとして

位置付けられてきた。しかし、近代以降の出版物のなかでこれほど大量に生産し続けられたジャンルはほかになく、特

に海外紀行、海外旅行記はその体験さえあれば、比較的簡単に個人が出版できる機構として、現在までその命を永らえ

ている。本国際シンポジウムは、そうした中から日本人が近代以降に書いたトラベルライティングを中心に、この機構

が持つ意味を考えようとするものである。 

 明治期以降の膨大なトラベルライティングを見ていくと、書き手は文学者のみならず官吏、学者、実業家、技術者な

ど多岐にわたる職種、性別、目的をもって海外へと旅立ち、その異文化体験を記録した。明治期以降、欧米体験は一種

の箔つけでもあったから、中層以上の階級、また教育をうけた人々の記録が多く残存しているのだが、一方に注目しな

ければならないのは旅芸人、移民、家事労働、売春などの底辺労働を担った人々の記録が残されていることである。そ

して戦争に徴兵された兵士たちは過酷な戦場で「他者」を発見し、引き揚げや亡命などの経験をも植民地の版図のなか

で味わったのだ。彼らのわずかに残された記録もまたトラベルライティングである。 

 20 世紀が人類史上最大の「移動の時代」と呼ばれるが、帝国主義から植民地主義に至る世界的推移のなかで編まれ

るこれらの一般市民たちの記録は、さまざまな人間の感情がこめられた文学として再検討していく必要がある。本国際

シンポジウムがその発端として機能していくことが叶えばと念じてやまない。  

 

2016 年 3 月 22 日（火） 

12:30 受付開始 

13:00 開会挨拶 中川成美（立命館大学）       

（総合司会：岩本知恵・宮田絵里） 

基 調 講 演  

13:10-14:10 玉野井麻利子（UCLA） 

「兵隊さんのトラベルライティング：北支占領軍と「子どもの権利」」 

14:15-14:30 休憩 

学 生 発 表  

14:30-15:10 中井祐希（立命館大学） 

「横光利一とフランス人民戦線」 

15:10-15:50  庄婕淳（立命館大学） 

「大城立裕「朝、上海に立ちつくす――小説東亜同文書院」と上海」 

15:50-16:00 休憩 

16:00-16:40 鄧麗霞（立命館大学） 

「牛島春子の引揚げ文学に語られた風景と体験」 

発 表  

16:40-17:25 陳捷（国文学資料館） 

「中国人外交官が見た明治日本 

―清国駐日公使館随員孫点の日記を中心として」 

17:30 一日目終了 

18:00～ 懇親会  

 

2016 年 3 月 23 日（水） 

12:30 受付開始 

発 表  

13:00-13:45 呉佩珍（台湾政治大学） 

「真杉静枝にみる「南進」―1940 年代の「国策文学」を中心に―」 

13:45-14:30 劉建輝（国際日本文化研究センター） 

「従軍画家が描いたもう一つの日中戦争」 

14:30-14:45 休憩 

14:45-15:30 西成彦（立命館大学） 

「満州からブラジルへ～宇江木リカルドの旅～」 

15:30-16:15 中川成美（立命館大学） 

「トラベルライティングというジャンル設定について」 

16:15-16:30 休憩 

16:30-17:00 総括 

玉野井麻利子・陳捷・呉佩珍・劉建輝 

西成彦・中川成美 

17:30 閉会挨拶 西成彦（立命館大学） 

プ ロ グ ラ ム  

アクセス 

立命館大学 衣笠キャンパス 
〒603-8577 京都市北区等持院東町 56-1 

■JR・近鉄 京都駅より 市バス 50・205 

■JR 円町駅より 市バス 15・204・205 

■阪急電車 西院駅より 市バス 205 

■阪急電車 大宮駅より 市バス 55 

■地下鉄 西大路御池駅より 市バス 205 

■京阪電車 三条駅より 市バス 15・59 

◇市バス 15・50・55・59 にて「立命館大学前」下車 

／徒歩 5 分 （正門） 

◇市バス 204・205 にて「衣笠校前」下車 

／徒歩 8 分 （東門） 

 

問い合わせ先  genbun@st.ritsumei.ac.jp ＴＥＬ:075-465-8164 （立命館大学国際言語文化研究所） 


